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(百万円未満切捨て)
１．平成29年３月期の業績（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
当期純利益又は
当期純損失（△）

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期 22,990 △14.1 17 △92.3 33 42.0 92 ―

28年３月期 26,765 △5.9 222 233.5 23 △46.3 △503 ―
　

１株当たり
当期純利益又は
当期純損失（△）

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

29年３月期 15.97 ― 2.7 0.2 0.1

28年３月期 △86.80 ― △14.0 0.1 0.8

(参考) 持分法投資損益 29年３月期 ―百万円 　28年３月期 ―百万円
　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

29年３月期 13,831 3,481 25.2 600.78

28年３月期 16,840 3,315 19.7 572.03

(参考) 自己資本 　29年３月期 3,481百万円 　28年３月期 3,315百万円
　

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

29年３月期 499 993 △2,399 2,215

28年３月期 △140 541 △306 3,127

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

28年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

29年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00 ― ― ―

30年３月期(予想) ― 0.00 ― 2.00 2.00 11.6

　

３．平成30年３月期の業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 12,000 2.3 40 689.0 50 532.2 40 1,022.6 6.90

通 期 24,700 7.4 100 479.5 110 231.8 100 8.0 17.25

　

※ 注記事項
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（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期 6,000,000 株 28年３月期 6,000,000 株

② 期末自己株式数 29年３月期 204,283 株 28年３月期 204,283 株

③ 期中平均株式数 29年３月期 5,795,717 株 28年３月期 5,795,736 株

　

※ 決算短信は監査の対象外です

　

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　（将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況 （４）今後の見通し」をご覧下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境に改善が見られ緩やかな回復基調にあるものの、中国や

新興国経済の減速懸念に加えて英国のＥＵ離脱問題や米国新政権の経済政策など世界経済の不確実性も高まり、先

行きは不透明な状況が続きました。当社の属する医療衛生材料業界におきましては、人口減少に伴う国内マーケッ

トの縮小に加え、国が推し進める医療費抑制施策を受けた医療機関の経費抑制による影響で価格競争が激化してお

り、引き続き厳しい経営環境が継続しております。

このような状況下で当社の当事業年度の業績は、売上高は22,990,519千円（前年同期比14.1%減少）、営業利益は

17,256千円（同92.3%減少）、経常利益は33,149千円（同42.0%増加）、当期純利益は92,583千円（前年同期は

503,112千円の当期純損失）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。なお、当事業年度より報告セグメントの区分を変更しており、前

事業年度との比較・分析は変更後の区分に基づいて記載しております。

（メディカル）

「感染予防関連製品」「口腔ケア製品」「手術関連製品」その他高付加価値製品・商品の販売拡充に努めました。

しかしながら、前事業年度に実施した一部滅菌製品の自主回収による影響から完全に回復するまでには至らず、売

上高は8,680,378千円（前年同期比26.0%減少）となりました。

売上総利益率の確保に向けた営業施策の実行や前事業年度に実施した拠点集約化等による合理化効果、従業員の

減少に伴う人件費減少、売上高の減少に伴う運賃等の販売経費減少等により、売上原価と販売費及び一般管理費の

合計額を8,729,023千円（同23.5%減少）まで抑制したものの、売上高減少による生産稼働率の低下を補うまでには

至らず営業損失は48,646千円（前年同期は323,231千円の営業利益）となりました。

（コンシューマ）

「口腔ケア製品」や一般消費者向け各種衛生材料及び医療用品等の製品に仕入商品を加えて、大手量販店や通信

販売事業者など幅広い顧客に対し積極的に販売いたしました。しかしながら、前事業年度より好調を維持していた

インバウンド需要の失速による影響を受けたことから、売上高は14,310,141千円（前年同期比4.8%減少）となりま

した。

利益面では、売上総利益率の低い商品の売上構成比が上昇したこと等の影響により、営業利益は642,061千円（同

16.0%減少）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当事業年度末の総資産は13,831,539千円となり、前事業年度末に対して3,008,788千円減少いたしました。

流動資産は、11,742,586千円で前事業年度末に対して2,956,927千円減少いたしました。「現金及び預金」が

1,911,821千円減少、「受取手形」「電子記録債権」「売掛金」が合わせて890,422千円減少、「商品及び製品」が

51,120千円減少、「繰延税金資産」が110,580千円増加したことが主な要因です。

固定資産は、2,088,952千円で前事業年度末に対して51,860千円減少いたしました。有形固定資産で「建物（純

額）」が45,781千円減少、「機械及び装置（純額）」が30,836千円減少、投資その他の資産で「投資有価証券」が

109,303千円増加、「長期貸付金」が80,000千円減少したことが主な要因です。

（負債）

当事業年度末の負債合計は10,349,576千円となり、前事業年度末に対して3,175,408千円減少いたしました。

流動負債は、6,090,284千円で前事業年度末に対して1,514,948千円減少いたしました。「支払手形」「買掛金」

が合わせて700,937千円減少、「１年内返済予定の長期借入金」が760,540千円減少、「未払費用」が122,180千円減

少したことが主な要因です。

固定負債は、4,259,292千円で前事業年度末に対して1,660,460千円減少いたしました。「長期借入金」が

1,726,644千円減少したことが主な要因です。

（純資産）

当事業年度末の純資産は3,481,963千円となり、前事業年度末に対して166,620千円増加いたしました。「繰越利
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益剰余金」が92,583千円増加したことが主な要因です。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金及び現金同等物は前事業年度末より911,823千円減少し、2,215,869千円（前事業年度

末は3,127,692千円）となりました。

当事業年度における各キャッシュ・フローの状況と主な要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは499,411千円（前年同期は△140,766千円）となり、前年同期と比べ640,178

千円の収入増加で6期ぶりのプラスに転じました。

これは、前事業年度に発生した一部滅菌製品の自主回収に関連する費用がなくなったこと等により税引前当期純

損失が前年同期と比べ274,866千円（99.0%）減少したことに加え、前年同期の税引前当期純利益に含まれていた固

定資産売却損益478,658千円や投資有価証券売却益52,297千円が当事業年度には発生しなかったことが主な要因で

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは993,840千円（前年同期は541,714千円）となり、前年同期と比べ452,125千

円の収入増加となりました。

これは、定期預金の預入による支出が前年同期と比べ1,490,617千円減少した一方で、当事業年度は有形固定資産

の売却による収入が発生しなかった（前年同期は1,100,257千円）ことが主な要因です。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは△2,399,483千円（前年同期は△306,194千円）となり、前年同期と比べ

2,093,288千円の支出増加となりました。

これは、長期借入金の返済による支出が前年同期と比べ725,930千円増加した一方で、新規の資金調達を抑制した

ことにより長期借入れによる収入が1,500,000千円減少したことが主な要因です。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期 平成29年３月期

自己資本比率（％） 26.2 22.7 21.3 19.7 25.2

時価ベースの自己資本比率
（％）

15.0 10.0 10.6 8.9 11.0

キャッシュ・フロー
対有利子負債比率（年）

― ― ― ― 11.3

インタレスト・カバレッジ・
レシオ（倍）

― ― ― ― 11.6

自己資本比率：自己資本/総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額/総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債/営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー/利払い

（注）１．株式時価総額は、期末株式終値×期末発行済株式数（自己株式控除後）により算出しております。

２．営業キャッシュ・フローは、キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用して

おります。有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っているすべての負債を

対象としております。また、利払いは、キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

３．キャッシュ・フロー対有利子負債比率及びインタレスト・カバレッジ・レシオにつきましては、平成25年3

月期、平成26年３月期、平成27年３月期及び平成28年３月期の営業キャッシュ・フローがマイナスのため、

記載を省略しております。
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（４）今後の見通し

当社の属する医療衛生材料業界は引き続き価格競争に晒され、厳しい事業環境が継続すると予想されます。また、

当社が一部滅菌製品の自主回収を機に毀損した顧客基盤の回復には相当の期間を要する可能性があります。一方で、

平成28年12月22日付でエア・ウォーター株式会社が当社の親会社になったことにより、当社の財務的信用力が改善

したと判断しております。次期は、エア・ウォーター株式会社との事業シナジーの追求に加え、中長期的な成長に

向けて、製品の開発・改良や効率的な生産体制の構築に積極的に取り組み、利益拡大を図ってまいります。

このような取り組みにより、次期の業績は、売上高24,700,000千円（前年同期比7.4%増加）、営業利益100,000千

円（同479.5%増加）、経常利益110,000千円（同231.8%増加）、当期純利益100,000千円（同8.0%増加）を予想して

おります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、日本基準により財務諸表等を作成しております。今後のＩＦＲＳ（国際財務報告基準）導入に関する動

向を注視しつつ、適切に対応する体制の整備に努めてまいります。

決算短信（宝印刷） 2017年05月10日 09時16分 6ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



川本産業株式会社(3604) 平成29年３月期 決算短信

5

３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当事業年度
(平成29年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,137,074 2,225,253

受取手形 707,546 430,765

電子記録債権 3,175,238 2,966,229

売掛金 3,822,350 3,417,718

商品及び製品 1,463,597 1,412,476

仕掛品 441,508 386,593

原材料及び貯蔵品 108,833 99,521

前払費用 38,875 28,857

前渡金 1,500 12

繰延税金資産 - 110,580

その他 808,032 666,788

貸倒引当金 △5,042 △2,212

流動資産合計 14,699,514 11,742,586

固定資産

有形固定資産

建物 2,645,074 2,635,565

減価償却累計額 △2,147,452 △2,183,724

建物（純額） 497,621 451,840

構築物 204,161 199,926

減価償却累計額 △191,972 △189,620

構築物（純額） 12,189 10,305

機械及び装置 1,269,314 1,270,425

減価償却累計額 △1,158,483 △1,190,430

機械及び装置（純額） 110,831 79,994

車両運搬具 6,331 6,331

減価償却累計額 △5,982 △6,156

車両運搬具（純額） 348 174

工具、器具及び備品 295,667 295,172

減価償却累計額 △264,029 △273,660

工具、器具及び備品（純額） 31,638 21,511

土地 474,446 475,776

リース資産 48,870 48,870

減価償却累計額 △21,991 △31,765

リース資産（純額） 26,878 17,104

有形固定資産合計 1,153,954 1,056,708

無形固定資産

商標権 3,701 2,965

特許権 11,053 9,202

ソフトウエア 47,586 37,583

リース資産 3,439 1,690

その他 14,756 14,263

無形固定資産合計 80,537 65,703
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(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当事業年度
(平成29年３月31日)

投資その他の資産

投資有価証券 620,979 730,283

出資金 434 434

長期貸付金 80,000 -

破産更生債権等 17,767 17,747

長期前払費用 256 -

その他 219,921 251,092

貸倒引当金 △33,037 △33,017

投資その他の資産合計 906,321 966,540

固定資産合計 2,140,813 2,088,952

資産合計 16,840,328 13,831,539

負債の部

流動負債

支払手形 1,937,151 1,487,806

買掛金 1,919,823 1,668,230

短期借入金 300,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 2,487,164 1,726,624

リース債務 12,099 11,327

未払金 169,573 148,162

未払費用 459,438 337,258

未払法人税等 16,743 17,935

前受金 6,070 11,955

預り金 11,068 9,063

賞与引当金 75,571 95,362

売上割戻引当金 210,522 176,558

その他 7 -

流動負債合計 7,605,233 6,090,284

固定負債

長期借入金 5,218,123 3,491,479

リース債務 19,734 8,406

繰延税金負債 107,734 145,932

退職給付引当金 489,408 533,028

資産除去債務 48,069 48,361

その他 36,681 32,084

固定負債合計 5,919,752 4,259,292

負債合計 13,524,985 10,349,576
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(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当事業年度
(平成29年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 883,000 883,000

資本剰余金

資本準備金 1,192,597 1,192,597

資本剰余金合計 1,192,597 1,192,597

利益剰余金

利益準備金 86,100 86,100

その他利益剰余金

配当引当積立金 5,000 5,000

別途積立金 1,000,000 1,000,000

繰越利益剰余金 △33,163 59,420

利益剰余金合計 1,057,936 1,150,520

自己株式 △74,261 △74,261

株主資本合計 3,059,271 3,151,855

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 256,070 330,107

評価・換算差額等合計 256,070 330,107

純資産合計 3,315,342 3,481,963

負債純資産合計 16,840,328 13,831,539
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

売上高

製品売上高 10,050,750 7,253,774

商品売上高 16,714,861 15,736,745

売上高合計 26,765,612 22,990,519

売上原価

製品売上原価

製品期首たな卸高 1,138,825 944,082

当期製品製造原価 7,935,669 5,672,007

合計 9,074,495 6,616,090

製品他勘定振替高 330,894 2,314

製品期末たな卸高 944,082 845,976

製品売上原価 7,799,518 5,767,799

商品売上原価

商品期首たな卸高 661,139 519,514

当期商品仕入高 14,384,837 13,665,184

合計 15,045,976 14,184,699

商品他勘定振替高 13,908 117

商品期末たな卸高 519,514 566,500

商品売上原価 14,512,554 13,618,081

売上原価合計 22,312,072 19,385,881

売上総利益 4,453,539 3,604,638

販売費及び一般管理費 4,230,585 3,587,381

営業利益 222,953 17,256

営業外収益

受取利息 3,929 1,500

受取配当金 13,489 13,415

仕入割引 41,660 60,370

その他 11,598 18,658

営業外収益合計 70,678 93,944

営業外費用

支払利息 54,359 43,997

為替差損 27,642 9,857

売上割引 3,042 13,268

操業休止関連費用 165,515 -

その他 19,730 10,927

営業外費用合計 270,291 78,050

経常利益 23,340 33,149
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(単位：千円)
前事業年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

特別利益

固定資産売却益 481,058 -

投資有価証券売却益 52,297 -

特別利益合計 533,356 -

特別損失

固定資産除売却損 2,399 1,699

減損損失 41,647 10,487

投資有価証券評価損 565 -

事務所移転費用 9,656 -

製品回収関連費用 570,008 -

支払補償費 32,860 23,784

事業構造改善費用 177,247 -

特別損失合計 834,384 35,971

税引前当期純損失（△） △277,687 △2,821

法人税、住民税及び事業税 13,849 9,446

法人税等調整額 211,575 △104,852

法人税等合計 225,424 △95,405

当期純利益又は当期純損失（△） △503,112 92,583
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製造原価明細書

前事業年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

区分
注記
番号

金額(千円)
構成比
(％)

金額(千円)
構成比
(％)

Ⅰ 材料費 7,092,449 86.0 4,742,739 84.4

Ⅱ 労務費 685,170 8.3 536,768 9.6

Ⅲ 経費 ※ 470,657 5.7 337,585 6.0

当期総製造費用 8,248,276 100.0 5,617,093 100.0

期首仕掛品たな卸高 367,165 441,508

合計 8,615,442 6,058,601

期末仕掛品たな卸高 441,508 386,593

他勘定振替高 238,263 -

当期製品製造原価 7,935,669 5,672,007

（注）※主な内容は次のとおりであります。

項目 前事業年度（千円） 当事業年度（千円）

外注加工賃 174,699 109,320

水道光熱費 70,713 44,165

減価償却費 55,147 58,593

（原価計算の方法）

当社の原価計算は、組別工程別総合原価計算を採用しております。
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計配当引当

積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 883,000 1,192,597 1,192,597 86,100 5,000 1,000,000 498,927 1,590,027

当期変動額

剰余金の配当 △28,978 △28,978

当期純利益又は当期

純損失（△）
△503,112 △503,112

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― ― ― ― ― △532,091 △532,091

当期末残高 883,000 1,192,597 1,192,597 86,100 5,000 1,000,000 △33,163 1,057,936

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △74,241 3,591,383 296,376 296,376 3,887,760

当期変動額

剰余金の配当 △28,978 △28,978

当期純利益又は当期

純損失（△）
△503,112 △503,112

自己株式の取得 △20 △20 △20

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△40,306 △40,306 △40,306

当期変動額合計 △20 △532,111 △40,306 △40,306 △572,417

当期末残高 △74,261 3,059,271 256,070 256,070 3,315,342
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当事業年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計配当引当

積立金
別途積立金

繰越利益

剰余金

当期首残高 883,000 1,192,597 1,192,597 86,100 5,000 1,000,000 △33,163 1,057,936

当期変動額

剰余金の配当 ― ―

当期純利益又は当期

純損失（△）
92,583 92,583

自己株式の取得

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 ― ― ― ― ― ― 92,583 92,583

当期末残高 883,000 1,192,597 1,192,597 86,100 5,000 1,000,000 59,420 1,150,520

株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他

有価証券

評価差額金

評価・換算

差額等合計

当期首残高 △74,261 3,059,271 256,070 256,070 3,315,342

当期変動額

剰余金の配当 ― ―

当期純利益又は当期

純損失（△）
92,583 92,583

自己株式の取得 ― ― ―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

74,036 74,036 74,036

当期変動額合計 ― 92,583 74,036 74,036 166,620

当期末残高 △74,261 3,151,855 330,107 330,107 3,481,963
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純損失（△） △277,687 △2,821

減価償却費 127,338 117,234

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,448 43,619

賞与引当金の増減額（△は減少） △102,574 19,791

その他の引当金の増減額（△は減少） △868 △33,963

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,676 △2,850

受取利息及び受取配当金 △17,419 △14,915

投資有価証券売却損益（△は益） △52,297 -

投資有価証券評価損益（△は益） 565 -

支払利息 54,359 43,997

為替差損益（△は益） 18,367 5,591

デリバティブ評価損益（△は益） 5,041 -

固定資産除売却損益（△は益） △478,658 1,699

減損損失 41,647 10,487

事業構造改善費用 177,247 -

売上債権の増減額（△は増加） 731,959 890,422

たな卸資産の増減額（△は増加） 96,345 115,346

仕入債務の増減額（△は減少） △483,610 △702,548

預り金の増減額（△は減少） △11,119 -

未収入金の増減額（△は増加） 70,297 139,146

その他 △34,624 △89,144

小計 △130,464 541,092

利息及び配当金の受取額 17,196 14,900

利息の支払額 △53,208 △43,160

法人税等の支払額 - △16,140

法人税等の還付額 25,709 2,719

営業活動によるキャッシュ・フロー △140,766 499,411
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(単位：千円)
前事業年度

(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △1,500,001 △9,383

定期預金の払戻による収入 1,001,100 1,009,382

投資有価証券の取得による支出 △2,867 △2,798

投資有価証券の売却による収入 85,844 -

有形固定資産の取得による支出 △121,549 △7,981

有形固定資産の除却による支出 △878 △5,400

有形固定資産の売却による収入 1,100,257 -

無形固定資産の取得による支出 △28,065 △11,157

差入保証金の差入による支出 △1,573 -

差入保証金の回収による収入 7,249 21,179

その他 2,200 -

投資活動によるキャッシュ・フロー 541,714 993,840

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） - 100,000

長期借入れによる収入 1,500,000 -

長期借入金の返済による支出 △1,761,253 △2,487,184

リース債務の返済による支出 △16,082 △12,099

配当金の支払額 △28,837 △200

自己株式の取得による支出 △20 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △306,194 △2,399,483

現金及び現金同等物に係る換算差額 △18,367 △5,591

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 76,386 △911,823

現金及び現金同等物の期首残高 3,051,305 3,127,692

現金及び現金同等物の期末残高 3,127,692 2,215,869
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を当事業年度に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に

係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当事業年度の財務諸表に与える影響は軽微であります。

(追加情報)

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当事業年

度から適用しております。

（減損会計における資産のグルーピング方法の変更）

従来、当社は各事業・拠点ごと等で損益やキャッシュ・フローを測定できないため、全社資産と遊休資産に分けて

グルーピングする方法を採用しておりました。

当事業年度より、管理会計上の区分を変更したことに伴い減損会計における資産のグルーピング方法を変更してお

ります。この変更による損益への影響はありません。

(セグメント情報等)

（セグメント情報）

１ 報告セグメントの概要

（1）報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、主要な販売市場又は顧客の種類別に「メディカル営業本部」「コンシューマ営業本部」を設け、取り扱

う製品及びサービスについて包括的な販売・生産・調達等の戦略を立案し事業活動を展開しております。したがっ

て、２営業本部を基礎として「メディカル」「コンシューマ」の２つを報告セグメントとしております。

（2）各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「メディカル」は、国内外の医療機関に、衛生材料・医療用品・介護用品等の製品の製造販売及び商品の仕入販

売を行っております。

「コンシューマ」は、国内の一般消費者向けに、衛生材料・医療用品・介護用品・育児用品等の製品の製造販売

及び商品の仕入販売を行っております。

（3）報告セグメントの変更等に関する事項

当社は従来「メディカル国内」「メディカル海外」及び「コンシューマ」の３つを報告セグメントとしておりま

したが、事業管理区分の変更に伴い当事業年度より「メディカル」「コンシューマ」の２つを報告セグメントとい

たしました。

従来全社費用など一定の費用について、各報告セグメントへ配分しておりましたが、事業管理区分の変更により

各報告セグメントに直接配分する費用と全社費用をより適切に区分することとしたため、これを「調整額」として

追加しております。

なお、前事業年度のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成しており、「３．報告セグメント

ごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報」の前事業年度に記載しております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理方法は、財務諸表を作成するために採用される会計処理の原則及び手

続に準拠した方法であります。
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報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

資産及び負債は、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、検討を行う対象としていない

ため記載しておりません。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前事業年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）
(単位：千円)

報告セグメント

調整額(注)1
損益計算書
計上額(注)2

メディカル コンシューマ 計

売上高

外部顧客への売上高 11,727,869 15,037,743 26,765,612 - 26,765,612

セグメント間の内部売上高
又は振替高

- - - - -

計 11,727,869 15,037,743 26,765,612 - 26,765,612

セグメント利益又は損失(△) 323,231 764,092 1,087,323 △864,370 222,953

その他の項目

減価償却費(注)3 75,183 2,039 77,223 51,043 128,266

（注）１．セグメント利益の調整額△864,370千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益の金額の合計額は、損益計算書の営業利益の額であります。

３．減価償却費には、長期前払費用の償却費を含んでおります。

４．セグメント資産については、事業セグメントに資産を配分していないため記載しておりません。

当事業年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）
(単位：千円)

報告セグメント

調整額(注)1
損益計算書
計上額(注)2

メディカル コンシューマ 計

売上高

外部顧客への売上高 8,680,378 14,310,141 22,990,519 - 22,990,519

セグメント間の内部売上高
又は振替高

- - - - -

計 8,680,378 14,310,141 22,990,519 - 22,990,519

セグメント利益又は損失(△) △48,646 642,061 593,415 △576,159 17,256

その他の項目

減価償却費(注)3 74,817 2,570 77,387 36,955 114,342

（注）１．セグメント利益の調整額△576,159千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益の金額の合計額は、損益計算書の営業利益の額であります。

３．減価償却費には、長期前払費用の償却費を含んでおります。

４．セグメント資産については、事業セグメントに資産を配分していないため記載しておりません。

(関連情報)

前事業年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報の中で同様の情報が開示されているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

（1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

（2）有形固定資産

当該資産は本邦のみのため、記載を省略しております。
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３．主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の氏名又は名称 売上高 関連するセグメント名

㈱西松屋チェーン 9,214,261 コンシューマ

当事業年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

セグメント情報の中で同様の情報が開示されているため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

（1）売上高

本邦の外部顧客への売上高が損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

（2）有形固定資産

当該資産は本邦のみのため、記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の氏名又は名称 売上高 関連するセグメント名

㈱西松屋チェーン 8,343,005 コンシューマ

(報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報)

前事業年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

遊休資産において、減損損失41,647千円を計上しております。

当事業年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

全社資産において、減損損失10,487千円を計上しております。

(報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報)

該当事項はありません。

(報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報)

該当事項はありません。

(持分法損益等)

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前事業年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

１株当たり純資産額 572.03円 600.78円

１株当たり当期純利益
又は当期純損失金額（△）

△86.80円 15.97円

（注）１．前事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失であり、また、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。当事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額又は１株当たり当期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

当事業年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当期純利益又は当期純損失（△）(千円) △503,112 92,583

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益又は当期純損失（△）
(千円)

△503,112 92,583

普通株式の期中平均株式数(株) 5,795,736 5,795,717

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前事業年度
(平成28年３月31日)

当事業年度
(平成29年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 3,315,342 3,481,963

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) － －

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 3,315,342 3,481,963

１株当たり純資産額の算定に用いられた
期末の普通株式の数(株)

5,795,717 5,795,717

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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